
平成26年 5月 29日

熊本県立済々黌高等学校

「アフリカ子どもの日 in Kumamoto」(ユニセフ主催)

全国のアフリカ人留学生と水俣での交流会（７月１１日）！！

◆今回の活動と本校ＳＧプロジェクトの接点

今回の「アフリカこどもの日 in Kumamoto」では７月１１日（金）に、熊本から世界

に発信すべき環境問題である水俣病について海外留学生と共に学習する水俣フィールド

トリップや地元の青年達と「持続可能な開発」をテーマに話し合う交流会、多くの海外留

学生達との交流会が行われます。これは、環境問題をテーマとした課題研究を進めていく

中で、国際的視野を持ち英語で積極的なコミュニケーションを取ることのできるグローバ

ルリーダーを育成するという本校のＳＧＨプロジェクトの目的とリンクしています!

さあ、今回の活動に参加し、グローバルリーダーへの第一歩を踏み出しましょう！

＊7月11日（金）は授業日ですが、参加者は公欠となります。

＊参加希望者は下の申込書を６/３までに担任に提出してください。希望者多数の場合、

先着順または抽選となります）

◆ユニセフとは？

ユニセフ(UNICEF：United Nations Children's Fund 国際連合

児童基金)は世界中の子どもたちの命と健康を守るために活動する

国連機関です。世界のどこに生まれても、すべての子どもがその

権利を守られ、持って生まれた可能性を十分に伸ばしながら成長

できるように、世界の子どもたちの生命と未来が守られるように、

①幼い子どもの生命と成長を守る

②すべての子どもに教育を

③HIV/エイズと闘う

④子どもを守る

⑤「子ども最優先」のためのパートナーシップ

の 5つの分野を特に中心にし、支援活動を続けています。

スーパーグローバルハイスクール

SGリサーチプロジェクト企画 第１弾！



第２２回アフリカの子どもの日

In Kumamoto～もっと知ろうアフリカ・・・そして日本を～

２０１４年７月１１日（金）～７月１３日（日）

１．目的

（１）全国のアフリカ人留学生と水俣で交流

（海外留学生と共に学習する水俣フィールドトリップ）

（２）留学生との異文化交流と共に地元の青年と「持続可能な開発」をテーマに話し合

う交流会を通じて、環境問題への視野を広げる

２．内容

３．参加者

本校からの参加予定者は、５９名（男子２６名／女子３３名）の予定です。

SGリサーチプロジェクト

アフリカ子どもの日 in Kumamoto への参加

持続可能性を確保する開発と地球環境保全に関する研究の一環として

７月１１日（金）

●水俣訪問（水俣市立水俣病資料館、国立水俣病情報センター 他）

●分科会〈16:15～17:45〉【会場】県立あしきた青少年の家

持続可能な開発 井芹 道一氏

（熊本日日新聞社 編集員兼論説委員）

水俣の青少年達との交流会（農業を中心に）あばぁこんね

（水俣周辺の異業者若者グループ）

7月12日（土）

●熊本大学訪問〈11:15〉谷口 功 熊本大学長講話（熊本県ユニセフ協会会長）

【会場】熊本大学 共用棟黒髪１


